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直接話法←→間接話法の注意点(2)


  前号で説明しきれなかった部分について補足しておきます。感嘆文についてはさほど気にする必要はありません。あまり問題になることはありませんから。



(1)被伝達部に注目（続）
 ①命令文の場合  （[主語がない]「動詞の原形＋～」の形です）
  動詞の原形で始まることがどういう意味を持つのでしょうか。「主語がない」と言うことは、まともな文（「主語＋動詞」の語順）になっていない、ということです。
　今までは語順の違いこそあれ、まともな文（主語＋動詞）になっていました。そしてその文をつなぐための語、すなわち「接続詞」が用いられていました。でも、命令文の場合には、「文」をつないでいた「接続詞」が不要になると言うことです。その代わりに動詞の原形をつなぐ「不定詞の to」が必要になります。



  OK  接続詞＋文（主語＋動詞＋・・・）




  ×  接続詞＋動詞の原形→
        ↓
 TO＋動詞の原形








       不可


 これから４種類の命令文について検討してゆきます。
 (ｲ)普通の命令文（これまでと違う点を述べます）
 (a)伝達動詞：say (to 人)→　tell (人)  （注）「to 人」がない場合は、sayのまま。
 (b)接続詞：thatの代わりに「to ＋ 動詞の原形」（不定詞）
      Tom said to Beth, "Call me later."　(ﾄﾑはﾍﾞｽに、後で電話してと言った）
                          ↓
   →  Tom told Beth
 to call
 him later.

   確認：「tell 人 to ・・・」で「人に・・・するように伝える」の意味がありました。
   参考：命令文の場合、伝達動詞は内容に応じ、order（命じる）、advise（忠告する）になる場合もあります。
 (ﾛ)「禁止」を表す命令文 （「Don't ＋原形～.」の形です）
　原形の部分は「to ＋原形」（不定詞）に変わりました。Don'tの部分が、「to原形」を否定することになりますから、NOTだけを不定詞の直前に置きます。
 (b)接続詞の代わり：「not ＋to ＋ 動詞の原形」
      Tom said to Beth, "Don't call me."　(ﾄﾑはﾍﾞｽに、電話をかけるな、と言った）
                          ↓    ↓
      → Tom told Beth
 not

 to call
 him.

　重要事項：準動詞（不定詞・動名詞・分詞）の否定は、『準動詞の直前』でしたね。
 (ﾊ)pleaseを含む命令文
  please が含まれるということは「相手に尋ねる疑問文」の要素が入ってることになります。その気持ちが伝達動詞の中に形となって表れます。
 (a)伝達動詞：say (to 人)→　ask (人)  （注）「to 人」がない場合も、ask。
      Tom said to Beth, "Please call me later."　(ﾄﾑはﾍﾞｽに、後で電話してと言った）
             →
 ASK
 ←      ◎please と伝達動詞が結びついて、ask に変わります。

                  ↓           （注意）間接話法（不定詞句）の中にはもう please は使いません。
        → Tom asked Beth to call him later.
 ここまでの命令文の注意点：接続詞の代わりに不定詞のTO を使う


　
 (ﾆ)「提案」を表す命令文  (「Let's 原形」の形です)
  これまでの命令文の場合とは別個に覚える必要があります。
      Tom said to Beth, "Let's go to Tokyo Disneyland."　
　 → Tom suggested to Beth that they should go to Tokyo Disneyland.　　　　　
　　　　　(ﾄﾑはﾍﾞｽに東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾗﾝﾄﾞに行こうと言った）
 「Let's ～」←→ suggest [propose] (to人)

  (should) 原形
  と覚えよう。


 主語








  注意１：×propose[suggest] 人　ではなく、「propose[suggest] to 人」となります。落とさないように。
   注意２：「主語」には, we と they が考えられます。この区別は以下の通り。
　    例文の場合, Tom と Beth はどちらも３人称。この複数形は→they ですよね。
      I said to him, "Let's go to Boston together."(｢ﾎﾞｽﾄﾝに一緒に行こう｣と言った）
    →I suggested to him that we should go to Boston together.
      I と him の複数形は→we（自分とその他の人）
  確認事項：should が省略された後の原形動詞のことは「仮定法現在の動詞」でしたね（英語教室３４号）。
 ②感嘆文の場合：感嘆文の語順は What[How] で始めました。間接話法へ転換す　る場合、(ⅰ)その語順のままか、(ⅱ)veryを入れた普通の語順にするかの２通りです。
　　He said, "What a beautiful day it is !"  (It is a very beautiful day.が普通の文)
　    → (ⅰ) He cried what a beautiful day it was.   （感嘆文の語順のまま）
      → (ⅱ) He cried that it was a very beautiful day.（普通の語順に戻した場合）
　◎感嘆文の場合には、「感嘆」の気持ちを伝達動詞に添えることがあります。
     例）with delight, with joy(喜んで), with regret (後悔して)など。
 紙上：カルチャースクール


         　　  （高校編）
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